
タンパク質発現差異解析システム 

アマシャムバイオサイエンス株式会社製  

設置場所： バイオナノテクノロジーセンター（片柳研究所棟 6 階） 

タンパク質の分離と目的のタンパク質をピッキングする装置です。特定のタンパク質を二次元電

気泳動という方法で分離し、分離されたもののうち必要なものを選択しその分子量（大きさ）などを

測定／回収する装置です。タンパク質の機能解析や有用タンパク質のスクリーニング、具体的に

はガンなどの疾病メカニズムの解析や診断システムの開発や、色々なセンサー構築の際にターゲ

ットとなる分子の検索を行うために利用されます。 

 

タンパク質発現差異解析システムＥｔｔａｎＤＩＧＥ 

l Ｅｔｔａｎ ＤＩＧＥは２Ｄ ＤＩＧＥ（蛍光標識二次元ディファレンスゲル電気泳動）技術を用いたタ

ンパク質発現差異解析システム 

l 実験／解析時間の削減 

l 再現性、制度の向上 

 

イメージアナライザー：Ｔｙｐｈｏｏｎ９４００ 

l イメージアナライザーＴｙｐｈｏｏｎで、１枚のゲルから得られる２種類以上のイメージを画像化 

l ３サンプル同時スポット検出と自動解析機能により解析の手間と時間を大幅削減 

l ゲル内でのスポットマッチングは不要なためエラーが削減 

l 内部標準の使用によりゲル間マッチング精度の向上 

 


